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／⑩おだわら情報／／⑫設立50周年 松永記念館と耳庵・松永安左ヱ門／動物愛護週間／⑬〈連載〉学校自慢 白山中学校／成人式
運営委員会、始動！／⑭〈連載〉市民力／三の丸憩いの広場で遊ぼう！／⑮キラリ若人！／救急の日／⑯〈連載〉ウォーキングタウン小
田原「板橋・松永記念館周辺コース」

② 小田原の歴史的な風情、情緒を生かしたまちづくり

（○数字はページ番号です）
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「
わ
が
ま
ち
・
お
だ
わ
ら
」の
歴
史
と
文
化
を
、未
来
へ
つ
な
ご
う
！

　

市
で
は
、
先
人
が
遺の

こ

し
た
貴
重
な
資
産
で
あ
る

小
田
原
城
跡
や
、
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
歴

史
・
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活
動
が
相
ま
っ
た
良

好
な
環
境
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
後
世
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、『
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の

維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
』（
通
称
・
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
）
に
基
づ
く
計
画
策
定
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。Y

ま
ち
づ
く
り
景
観
課　

☎
33
１
３
０
７

小
田
原
の
資
産
を
守
り
続
け
る

　　

市
で
は
、
こ
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に

基
づ
く
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

の
策
定
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
、
庁
内
の
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

計
画
の
素
案
や
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
な
事
業
の
洗
い
出
し
な
ど
を
行

い
、
平
成
23
年
度
の
計
画
開
始
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
国
か
ら
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

■
歴
史
上
価
値
の
高
い
建
造
物

の
復
原
・
修
理
等
へ
の
支
援

歴
史
的
風
致
の
維
持
・
向
上
の

た
め
に
保
存
す
る
必
要
が
あ
る

建
造
物
の
復
原
・
修
理
等
に
対

す
る
支
援　

な
ど

■
建
造
物
に
関
連
す
る
伝
統
行
事
の
活
性

　

化
等
へ
の
支
援

重
点
区
域
内
の
周
辺
施
設
の
整
備
や
ソ

フ
ト
事
業
へ
の
総
合
支
援　

な
ど

■
景
観
整
備
へ
の
支
援　

　

建
造
物
の
修
景
へ
の
支
援

電
線
類
の
地
中
化
等
に
よ
る
ま
ち
な
み

の
修
景
整
備
へ
の
支
援　

な
ど

小
田
原
の

歴
史
的
な
風
情
、

情
緒
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な
視
点

　

歴
史
的
な
資
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
実
施
に
携
わ
る

〝
ま
ち
づ
く
り
行
政
〞

と
〝
文
化
財
行
政
〞
の

連
携
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
城
や

神
社
な
ど
の
歴
史
上

価
値
の
高
い
建
造
物

と
そ
こ
で
行
わ
れ
る

工
芸
品
の
製
造
・
販

売
や
祭
礼
行
事
な
ど

の
歴
史
と
伝
統
を
反

映
し
た
人
々
の
活
動
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ

る
風
情
、情
緒
と
い
っ
た
良
好
な
環
境（
歴

史
的
風
致
）
を
後
世
に
継
承
す
る
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
が
平
成
20
年
５
月
23
日
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

松永記念館

清閑亭

なりわい交流館

「歴史的風致」とは

歴史と伝統を反映し
た人々の営み、生活、
活動のある地域

歴史上価値の高い
建造物およびその
周辺の市街地

歴史上重要な建造物および周辺の市街地と人々の営
みが一体となった「歴史的風致」
→維持および向上により個性豊かな地域社会の実現
　都市の健全な発展と文化の向上に寄与

■
そ
の
他
の
支
援

駐
車
場
整
備
へ
の
支
援
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
修
復
等
へ
の
支
援　

な
ど
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　計画策定の検討を進めていく
に当たり、市内に存在、または
眠っている「小田原の歴史的風
致」を市内外の皆さんから募集し
ています。
　詳しくは、市ホームページや各
支所などにある募集チラシをご覧
ください。

小田原花めぐり食めぐり実行委員会
副委員長

小澤 美知江さん

募集

ＮＰＯ法人小田原ガイド協会
会長

立
つい

木
き

 繁さん

小田原花めぐり食めぐり実行委員会
委員長

青木 洋江さん

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が

小
田
原
を
素
敵
だ
と
思
え
て
こ
そ
、

外
か
ら
来
る
か
た
へ
も

そ
の
魅
力
が
伝
わ
る

今
ま
で
見
慣
れ
て
い
た
景
色
を

も
う
一
度
見
直
し
て

隠
れ
た
名
所
に
ま
で

光
が
当
た
る
よ
う
に
な
れ
ば

よ
い
で
す
ね

　

小
田
原
の
持
つ
歴
史
的
風
致
を
後
世
に
、

と
い
う
願
い
。
そ
れ
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

小
田
原
の
歴
史
と
文
化
を
は
ぐ
く
み
、
生

か
す
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
誰
も

が
思
う
こ
と
で
す
。
そ
の
先
頭
に
立
つ
か

た
が
た
へ
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

●
立
木 

繁
さ
ん

　　

小
田
原
は
震
災
や
火
事
の
影
響
で
、
歴

史
的
価
値
の
あ
る
建
物
が
多
数
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
地
で
当
時
の
写
真
を

見
せ
る
な
ど
し
な
が
ら
ガ
イ
ド
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
各
所
の
案
内
板
の
充
実
や

高こ
う
　
さ
つ
　
ば

札
場
の
復
原
な
ど
が
で
き
る
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
古こ

稀き

庵あ
ん

や
皆か

い

春し
ゅ
ん

荘そ
う

、

山
月
な
ど
の
施
設
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
活
用
を
機
会
に
、

隠
れ
た
名
所
に
ま
で
光
が
当
た
る
よ
う
に

な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

●
青
木 

洋
江
さ
ん

●
小
澤 

美
知
江
さ
ん

　

例
え
ば
、
秋
葉
山
や
松
永
記
念
館
な
ど

点
在
す
る
も
の
に
つ
な
が
り
を
持
た
せ
、

小
田
原
の
よ
さ
を
よ
り
上
手
に
見
せ
ら
れ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

が
小
田
原
を
素
敵
だ
と
思
え
て
こ
そ
、
外

か
ら
来
る
か
た
へ
も
そ
の
魅
力
が
伝
わ
る

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、「
小
田
原
の
玄
関
」
と
い
え
る

小
田
原
城
。
こ
こ
を
常
に
き
れ
い
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
を
機
会
に
、
今
ま

で
見
慣
れ
て
い
た
景
色
を
も
う
一
度
見
直

し
て
、
小
田
原
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
い

で
す
ね
。

未
来
へ
つ
な
ご
う

　

城
下
町
・
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
小
田

原
の
歴
史
的
な
風
情
や
情
緒
、
た
た
ず
ま

い
と
い
っ
た
良
好
な
市
街
地
の
環
境
を
未

来
に
つ
な
ぐ
こ
と
。
そ
れ
は
、
貴
重
な
資

産
で
あ
る
小
田
原
城
跡
や
そ
の
周
辺
に
残

る
歴
史
的
価
値
の
あ
る
建
造
物
、
そ
し
て
、

こ
こ
で
は
ぐ
く
ま
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た

伝
統
的
な
工
芸
や
技
術
、
お
祭
り
な
ど
の

人
々
の
活
動
に
光
を
当
て
磨
き
を
か
け
る

こ
と
で
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
、
新
た
な

観
光
資
源
発
掘
へ
の
期
待
な
ど
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
小
田
原
の
歴
史
と
文
化
を
未
来
へ

つ
な
ぎ
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
私
た
ち
の
思
い
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小
田
原
ブ
ラ
ン
ド

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

２
年
目
が
始
動
！

行
う
べ
き
持
続
可
能
な
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
を
、
国
が
地
方
に
委
託
し
て
実
施
す

る
と
い
う
モ
デ
ル
事
業
で
す
。
今
後
、
市
と

国
が
交
わ
し
た
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
市
と

市
商
店
街
連
合
会
、
箱
根
物
産
連
合
会
、
県

が
連
携
し
て
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
な
「
小
田
原
ど
ん
」
提
供
店
に

よ
る
提
供
の
開
始
と
、「
小
田
原
の
匠
」
サ
イ

ト
の
立
ち
上
げ
は
、
年
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
技
と
匠
に
よ
る
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
小
田
原
手
形
で

賑
わ
い
の
創
出
〜
」
が
「
平
成
21
年
度
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」
に
継
続
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

Y
産
業
政
策
課　

☎
33
１
５
１
５

　

昨
年
度
に
、「
小
田
原
手
形
」
や
「
小
田
原
ど

ん
」
で
ま
ち
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
た
『
小
田

原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。
市
で
は
、

２
年
目
と
な
る
今
年
も
、「
平
成
21
年
度
地
方

の
元
気
再
生
事
業
」（
内
閣
官
房
所
管
）
に
継
続

し
て
応
募
し
、
昨
年
度
に
全
国
で
実
施
さ
れ
た

１
２
０
事
業
の
う
ち
、
継
続
採
択
が
決
ま
っ
た

96
事
業
に
見
事
、
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
２
年
目
の
展
開
は
？

　

こ
の
事
業
は
、
小
田
原
の
有
す
る
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
産
業
・
人
材
な
ど
豊
富
な
地
域
資

源
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
て
、
小
田
原
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
を
図
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
次
に
挙
げ
る
事
業
を
複

合
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

①
小
田
原
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
寄
木
の
木

札
に
ク
ー
ポ
ン
機
能
を
つ
け
た
「
小
田
原

手
形
」
は
、
昨
年
12
月
に
サ
ー
ビ
ス
提
供

店
（
58
店
）
の
協
力
を
得
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
在
は
77
店
ま
で
増
え
て
い
ま

す
が
、
商
店
街
の
回
遊
性
を
高
め
る
た
め

に
、
さ
ら
な
る
店
舗
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
小
田
原
手
形
は
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
し
、

さ
ら
に
携
帯
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
２
０
０
０
個
を
限
定
生
産
し
、
８
月
末

か
ら
販
売
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

②
小
田
原
の
地
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
、
小

田
原
漆
器
の
器
に
盛
り
つ
け
る
「
小
田
原
ど

ん
」
は
、
提
供
を
始
め
て
以
降
高
い
注
目
を

集
め
、
新
た
な
小
田
原
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
２
年
目
は
さ
ら
な
る
事
業

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
現
在
、
新
規
加
入
店

舗
の
選
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
こ
れ
ら
の
事
業
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
構

築
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
元
気
お
だ
わ
ら
」
で
は
、
小
田
原
の

伝
統
あ
る
な
り
わ
い
産
業
を
担
う
職
人
の
熟

練
し
た
技
を
動
画
に
し
て
紹
介
す
る
サ
イ
ト
、

「
小
田
原
の
匠
」
を
新
た
に
構
築
し
、
小
田

原
の
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
さ
ら
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

④
小
田
原
木
製
品
の
魅
力
を
高
め
て
、
さ
ら
な

る
商
品
開
発
を
行
う
「
木
製
品
研
究
開
発
」
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
た
な
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
技
術
な
ど
の
新
分
野
開
拓
研
究
調
査
を

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
進
め
ま
す
。

⑤
「
国
際
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
」
の
情
報
発
信
を

拡
充
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
、「
城

下
町
・
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
促

進
し
ま
す
。

○
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？

　
「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」
は
、
地
方
が

ポータルサイト
「元気おだわら」

URL
http://genki-odawara.com

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

「
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
技
と
匠
に
よ
る
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
小
田
原
手
形
で

年
度
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」
に
継
続
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新デザインの「小田原手形」
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仕分け

事業仕分けを見に来てください

③
業事

日
時　

10
月
３
日
g
・
４
日
a

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
開
始
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

場
所　

西
湘
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

３
階
３
Ｄ
〜
３
Ｉ
会
議
室
（
小
田

原
市
荻
窪
３
５
０-

１ 

小
田
原
合

同
庁
舎
内
）

※
駐
車
場
は
使
え
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容　

①
事
業
仕
分
け
と
は

　
　
　

市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
う
ち

80
事
業
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者

や
市
民
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
仕
分

け
人
チ
ー
ム
」と「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
が
、
そ
の
仕
事
は
「
本
当

に
必
要
か
」、「
民
間
に
任
せ
て
も

良
い
の
で
は
」、「
や
り
方
を
見
直

す
べ
き
で
は
」
と
い
っ
た
視
点
で
、

ゼ
ロ
か
ら
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

そ
の
上
で
「
不
要
な
も
の
」、「
民

間
で
実
施
」、「
市
が
行
う
が
改
善

を
要
す
る
」
な
ど
に
仕
分
け
て
い

き
ま
す
。

※
一
般
公
開
の
下
、
下
図
の
よ
う

な
仕
分
け
会
場
を
4
つ
設
置
し
、

2
日
間
で
80
事
業
（
１
日
に
40

事
業
・
各
会
場
10
事
業
ず
つ
）

を
仕
分
け
ま
す
。

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Y行政改革推進課　☎３３-１３０５

②
対
象
事
業
は
主
に
次
の
よ
う
な
考
え
で

選
ば
れ
ま
す

◆
そ
も
そ
も
市
に
と
っ
て
行
う
必
要
が

あ
る
仕
事
か

◆
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
対
象
者
は
適

切
に
決
め
ら
れ
て
い
る
か

◆
仕
事
の
進
め
方
や
目
標
設
定
は
適
切

か
◆
地
域
や
関
係
諸
団
体
と
の
役
割
分
担

は
適
切
か

◆
市
民
が
利
用
す
る
施
設
は
効
果
的
、

効
率
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

※
仕
分
け
対
象
の
全
事
業
の
一
覧
や
当
日

の
時
間
割
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
行
政
改
革
推

進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
皆
さ
ん
も
仕
分
け
が
で
き
ま
す

　

ご
来
場
の
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
仕
分
け
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仕
分
け
人
と
は

違
う
、
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

④
仕
分
け
の
結
果

　

仕
分
け
の
結
果
や
皆
さ

ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
市
と
し
て
検

証
し
、
来
年
度

の
予
算
編
成
や
、

平
成
23
年
度

か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
総
合

計
画
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

仕分け会場のようす

仕
分
け
人

仕
分
け
人

コーディネーター

説明者

公
開
議
論

仕分けの流れ（1事業30分程度）

事業説明（5～8分）

質疑応答・議論
（20～30分）

評価（5分）
事業を右の区分に仕分け

仕分け区分

①そもそも不要

②民間で実施すべき

③国・県で実施すべき

④市で行うが要改善

⑤現行どおり
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市民の皆さんの請求に応じて、市の公文書を公開する情報公開制度と、市が保有している個人情報を
ご本人に開示などをする個人情報保護制度。これら２つの制度の平成２０年度運用状況を報告します。

Y行政情報センター（総務課内）　☎３３-１２８８

 

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
制
度
に
よ
り
公
文
書
の
公
開
請
求

を
行
っ
た
か
た
は
３
０
８
人
、
請
求
件
数
は
５

６
３
件
で
し
た
。

　

主
な
請
求
内
容
・
処
理
状
況
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

 
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
の
請

求
を
行
っ
た
か
た
は
31
人
、
請
求
件
数
は
36
件

情報公開・個人情報保護制度の
運用状況

請求内容 担当課 決定 非公開理由
1 建築計画概要書 建築指導課

公開 ̶
2

小田原市中高層建築
物等の建築及び開発
事業に係る紛争の調
停等に関する条例に
係る様式第１号に係る
写真綴り

開発審査課

3 立入検査結果通知書 予　防　課

4 水質汚濁防止法特定事業所一覧 環境保護課

5 境界確認報告書 建設政策課 一部公開 印影偽造防
止のため

請求内容 担当課 決定 不開示理由
1 診療報酬明細書 保　険　課

開示 ̶

2 市立病院のカルテ
経営管理課

3 市立病院のレントゲン写真

4
要介護認定に関する
主治医意見書及び認
定調査票

高齢介護課

5 戸籍証明等請求書 市民窓口課

表1　情報公開制度の運用状況 

表2　個人情報保護制度の運用状況

ほ
ら
、そ
こ
に
も
！

「
悪
質
商
法
」！

西
さ
が
み
連
邦
共
和
国
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
平
成
20
年
度
の
相
談
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

Y
西
さ
が
み
連
邦
共
和
国
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
暮
ら
し
安
全
課
内
）

　

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
33
１
７
７
７

相
談
件
数
１
，２
５
１
件　

昨
年
度
よ
り
14
・
８
％
減
少

　

苦
情
相
談
の
件
数
は
、
架
空
請
求
の
相
談
が
急
増
し

た
平
成
16
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
平
成
20
年

度
は
１
，２
５
１
件
で
、
ピ
ー
ク
時
の
40
・
２
％
ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
相
談
の
内
容
は
複
雑
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
継
続
し
て
相
談
を
受
け
る
件
数
も

１
，０
２
７
件
あ
り
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
等
関
連
サ
ー
ビ
ス
」に
関
す
る
相
談
が

相
変
わ
ら
ず
１
位

　

平
成
20
年
度
の
上
位
５
項
目
の
相
談
内
容
は
、
平
成

19
年
度
と
同
じ
項
目
で
し
た
。
１
位
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン

等
関
連
サ
ー
ビ
ス
」
の
相
談
内
容
は
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
身
に
覚
え
の
な
い
有
料
情
報

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
料
に
関
す
る
も
の
で
す
。

平成２０年度相談項目別順位

１位
オンライン等
関連サービス
２２１件（１８.３％）

２位 商品一般１２０件（  ９.９％）

３位 フリーローン・サラ金５９件（  ４.９％）

４位 工事・建築５４件（  ４.５％）

５位 不動産賃借４６件（  ３.８％） H15 H16 H17 H18 H19 H20
（年度）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
2,562

3,110

2,028

1,691
1,469

1,251

3,500

で
し
た
。
ま
た
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情

報
の
内
容
の
訂
正
を
求
め
る
請
求
や
、
そ
の
取

り
扱
い
の
利
用
停
止
を
求
め
る
請
求
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

主
な
請
求
内
容
・
処
理
状
況
は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
、
㈶
小
田
原
市
公
益
事
業
協
会
、
㈶
小

田
原
市
学
校
建
設
公
社
、
㈶
小
田
原
市
体
育
協

会
、
㈱
小
田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
4

団
体
が
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
指

定
団
体
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年

度
は
、
い
ず
れ
の
団
体
に
も
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

（件）



7 広報小田原 2009年9月1日号

高
齢
者
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す

　

契
約
当
事
者
を
年
代
別
で
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が

40
歳
代
で
す
が
、
昨
年
か
ら
比
較
す
る
と
70
歳
以
上
の

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
見
守
り
を
！

　

高
齢
者
が
契
約
の
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
で
商
品
や
工
事
な
ど
の
契
約

を
し
て
し
ま
っ
た
が
、「
必
要
の
な
い
品
物
だ
っ
た
の

で
返
品
し
た
い
」「
高
額
な
工
事
な
の
で
取
り
や
め
た

い
」
と
い
っ
た
内
容
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
一
度

契
約
を
し
て
し
ま
う
と
、
次
か
ら
次
へ
と
契
約
を
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
の
周
り

の
か
た
が
そ
う
し
た
被
害
に
遭
っ
て
い
な
い
か
、
気
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
悩
ん
で
い
る
か
た
が
身
近
に
い
た
ら
、
西

さ
が
み
連
邦
共
和
国
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

会場
定員 開催日 午前 午後１ 午後２ 夜間住所

小田原アリーナ 各100人 9月2日d 10：30～ 14：30～ 16：30～ 19：00～中曽根263
小田原フラワーガーデン 各90人 9月3日e 10：30～ 14：30～久野3798-5
川東タウンセンターマロニエ 各100人 9月4日f 10:30～ 14:30～ 16:30～ 19:00～中里273-6
かもめ図書館 各150人 9月8日c 10：30～ 14：30～南鴨宮1-5-30
市民会館 各70人 9月9日d 10：30～ 14：30～ 16：30～ 19：00～本町1-5-12
生涯学習センターけやき 各100人 9月10日e 10：30～ 14：30～
荻窪300 9月19日g 10：30～ 14：30～

尊徳記念館 各60人 9月13日a 10：30～ 14：30～
9月14日b 10：30～ 14：30～

栢山2065-1 ※9月23日-～29日cの間、1階フロアーで機材展示と個別相談を行いま
す。時間は10：00～17：00です。

城北タウンセンターいずみ 各36人 9月15日c 10：30～ 14：30～ 16：30～ 19：00～飯田岡382-2
生きがいふれあいセンターいそしぎ 60人 9月16日d 10：30～酒匂2-32-15
片浦小学校 50人 9月17日e 19：00～根府川534
橘タウンセンターこゆるぎ 各80人

（夜間のみ５０人）9月18日f 10：30～ 14：30～ 19：00～羽根尾281-3
梅の里センター 各150人 9月23日- 10：30～ 14：30～ 16：30～ 19：00～
曽我別所807-17 9月24日e 10：30～ 14：30～ 16：30～ 19：00～
梅の里センター分館曽我みのり館 各65人 9月25日f 10：30～ 14：30～上曽我2984
社会福祉センター 各50人 9月28日b 14：30～ 16：30～ 19：00～
城山2-1-5 9月29日c 14：30～
生涯学習センター国府津学習館 各100人 9月30日d 14：30～ 16：30～ 19：00～国府津2485-1

地上デジタル放送の
説明会を開きます
地上テレビ放送は、２０１１年７月２４日でアナログ放送が終了し、デジタル放送に完全移
行する予定です。そこで、地上デジタル放送を分かりやすく説明し、理解していただくととも
に対応を進めていただくため、総務省神奈川県テレビ受信者支援センター（通称：デジサ
ポ神奈川）が、次のとおり説明会を開きます。
Y総務省神奈川県テレビ受信者支援センター（デジサポ神奈川） ☎045-633-9557　広報広聴室　☎33-1263

※当日は、地上デジタル放送
を受信するにあたり、ご自
宅の状況に合わせたアドバ
イスを行う「個別相談会」も
同時に行います。

平成２０年度相談項目別順位

１位
オンライン等
関連サービス
２２１件（１８.３％）

２位 商品一般１２０件（  ９.９％）

３位 フリーローン・サラ金５９件（  ４.９％）

４位 工事・建築５４件（  ４.５％）

５位 不動産賃借４６件（  ３.８％）

20歳未満
41件(3.3%) 

不明
48件(3.9%) 

 30歳代
212件
(16.9%) 

20歳代
155件
(12.4%) 

40歳代
222件
(17.7%) 

50歳代
175件
(14.0%) 

60歳代
183件
(14.6%) 

70歳以上
215件
(17.2%) 

契約当事者年代別件数
合計 1,251件

●事前申し込み不要、当
日は先着順となります。
それぞれ定員になり次第、
受付を締め切ります。

●町内会、自治会、老人
会、各種団体などでも、
ご要望があれば独自に
説明会を行います。また、
65歳以上の高齢者の
みの世帯には、ご要望
があれば、ご自宅に伺っ
て説明します。要望に
ついては、デジサポ神
奈川までご連絡ください
（今回の説明会でもご
要望を受け付けます）。

●デジサポ神奈川では、
機材の販売や、金銭の
要求をすることは決し
てありません。地デジ
にかかわる詐欺にご　
注意ください。
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「
小
田
原
大
井
線
沿
道
地
区
」、「
穴
部
国
府
津
線
沿
道
地
区
」
を
景
観
計
画
重
点
区
域
に
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
「
海
よ
し
山
よ
し
天
気
よ
し
」
明
治

の
文
豪
・
斎
藤
緑
雨
が
評
し
た
よ
う
に
、

小
田
原
は
海
、
山
、
川
な
ど
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
温
暖
な
気

候
ゆ
え
に
、
昔
か
ら
と
て
も
住
み
や
す

い
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

別
邸
建
築
を
は
じ
め
、
市
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
歴
史
的
・
文
化
的
な
資
源
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
小
田
原
な
ら
で
は
の
風

景
や
歴
史
・
文
化
と
と
も
に
は
ぐ
く
ま

れ
き
た
景
観
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
景
観
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
建
物

の
形
態
や
色
彩
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し

た
景
観
計
画
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
施

行
し
ま
し
た
。

　

景
観
計
画
は
市
全
域
を
対
象
と
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
そ
の

特
性
を
踏
ま
え
た
景
観
形
成
の
方
針
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
田
原
の
貴
重
な
特
色
が
象

徴
的
に
現
れ
、
魅
力
的
な
景
観
の
形
成

が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
区
域
と
し
て

「
小
田
原
城
周
辺
」「
小
田
原
駅
周
辺
」

「
国
道
１
号
本
町
・
南
町
」
の
各
地
区

を
景
観
計
画
重
点
区
域
に
位
置
付
け
、

Y
ま
ち
づ
く
り
景
観
課　

☎
33
１
５
７
３　

5
33
１
５
７
9

積
極
的
に
景
観
形
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、「
小
田

原
大
井
線
沿
道
地
区
」
及
び
「
穴
部
国

府
津
線
沿
道
地
区
」
を
重
点
区
域
に
追

加
し
ま
し
た
。

目
指
す
景
観

　

現
在
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
小

田
原
大
井
線
及
び
穴
部
国
府
津
線
か
ら

は
、
富
士
山
や
箱
根
外
輪
山
、
丹
沢
山

地
と
い
っ
た
特
徴
的
な
山
並
み
へ
の
眺

望
に
恵
ま
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
道

路
の
周
辺
に
は
酒
匂
川
や
周
囲
の
田
園

な
ど
が
つ
く
る
特
徴
的
な
景
観
や
落
ち

着
い
た
住
宅
街
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
沿
道
地
区
を
良

好
な
景
観
の
形
成
が
特
に
必
要
と
さ
れ

る
区
域
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
景
観
計
画

重
点
区
域
に
追
加
し
、
地
域
が
は
ぐ
く

ん
で
き
た
景
観
を
生
か
し
た
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

追
加
地
区
の
概
要

  

小
田
原
大
井
線
沿
道
地
区

ま
ち
な
み
が
美
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て 

小田原大井線沿道地区穴部国府津線沿道地区

【景観形成のイメージ】
小田原大井線沿道地区

建築物や工作物は穏やかな色彩を基調とすることにより、
周辺の自然環境や山並に融和した景観を形成すること
ができます。

穴部国府津線沿道地区
建築物や工作物はすっきりとした沿道にふさわしい
色彩や規模、表現を基調とすることにより、良好な
通り景観を形成することができます。
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文　加藤憲一

　「歴史と文化の香るまち」̶̶̶。このキャッチフレーズは山橋市政時
代に作られたそうですが、小田原が目指すべきまちづくりの基本的な考えと
して、市民の皆さんにも概ね受け容れられていることでしょう。実際、関東
大震災や戦災などの災禍の中
で小田原のまちはその歴史的
な佇まいの多くを失ってはいる
ものの、歴史的文化的な地域
資源はこのまちにしっかりと残り、
息づいています。　
  中世最大の城郭遺構である
総構をはじめとする小田原城
ゆかりの史蹟、近代にかけて
小田原を愛し小田原に住んだ
政財界重鎮たちが残した建築
や文化、白秋に代表される文学遺産の集積、そして小田原の活力と魅力
を形作ってきた高い技術レベルの地場産業の数々・・・。
  しかし問題は、冒頭のキャッチフレーズとは裏腹に、小田原のまちの実際が、
ふんだんにあるそれらの歴史的文化的地域資源を十分に保全・活用できて
いない、という点にあります。歴史的建築物・家並み・産業遺産・土木遺
産などのハード面から、ものづくり技術・伝統的年中行事・四季折々の生
活文化や習俗などのソフト面まで、貴重な資源が姿を消し、あるいは埋もれ、
あるいは埃を被ったまま輝きを失っています。
  他のまちから見れば羨ましいほどの資源を、先人や先輩たちはこの地域に
遺してくれました。現代に生きる私たちは、それらを活かすだけで、外から
何かを持ち込むことなく、他のどこにもない魅力的なまちへと小田原を進化
させることができるのです。こんなに幸せなことはありません。
  平成20年からスタートした国土交通省所管の「歴史まちづくり法」には、
まさに小田原のようなまちを想定した様々な支援制度が盛り込まれています。
そして今、今後のまちづくりのビジョンを定める新総合計画策定の真っ最中。
このタイミングを逃さず、小田原が蓄えてきた歴史文化資源を地域の活力
へ転化しうるまちづくりを進めましょう。
  一方、私が常々思うのは、私たちは先人が残した遺産を守り活かすだけ
ではダメだということです。良くも悪くも、これまで小田原は過去の遺産に頼っ
て生きてきました。しかし、「私たちは歴史を創る当事者でもある」ということを、
今こそしっかり自覚すべきだと思います。街並み、産業、暮らし、文化・・・。
後から振り返れば、「これは2009年から始まった」と位置付けられ得る様々
な取り組みを、私たちは手がけている。その気概と誇りを持ち、「歴史を活
かし、歴史を創る」まちづくりをしていこうではありませんか。

「歴史を活かし、歴史を創る」
～至誠・市政～

●
対
象
区
域

　

小
田
原
大
井
線
の
沿
道
両
側
50
ｍ

の
区
域
（
延
長
約
2.8
㎞
、
面
積
30
・

４
ha
）

  

穴
部
国
府
津
線
沿
道
地
区

●
対
象
区
域

　

穴
部
国
府
津
線
の
沿
道
両
側
30
ｍ

の
区
域
（
延
長
約
5.2
㎞
、
面
積
43
・

８
ha
）

事前相談をお願いします!!

【景観形成のイメージ】

新しい景観計画が
１０月１日から
施行されます

【届け出について】
●１０月１日以降に着工するものは届
け出が必要です。

●建築物、工作物の新築、増築、改
築または外観の変更で変更面積が
外観の過半となるものなどは、あら
かじめ市に届け出が必要です。

本格的な自治基本条例づくり始まる！
市に在住・在勤・在学の皆さんが自由に話し合いに参加できる場、『自治基
本条例オープンスクエア』を9月から毎月２回程度、開催します。プレ検討
委員会でのノウハウに基づき、グループワークをベースに討議を重ねます。
■日時・場所　９月１３日（日）９時３０分～12時３０分 市役所
　　　　　　 ９月２７日（日）９時３０分～12時３０分 市役所

定例会見にて
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おだわら情報

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

安
全
は  

心
と
時
間
の  

ゆ
と
り
か
ら 　
　

高
齢
者  

模
範
を
示
そ
う  

交
通
マ
ナ
ー

運
動
期
間　

９
月
21
日
_
〜
30
日
D

東富水地区自治会連合会
会長

木村貞雄さん

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

　

東
富
水
地
区
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
と
警
察
、
行

政
が
連
携
し
て
高
齢
者
世
帯
へ
の
戸
別
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
自
宅
か
ら
半

径
５
０
０
ｍ
以
内
で
起
き
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
外
出
時
や
帰
宅
時
の
自
宅
周
辺
で

の
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
は
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
込
ま
ず

に
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全
を
心
掛
け
て

も
ら
え
る
よ
う
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

芦子学区子ども地域見守り隊
リーダー

原田春男さん

　

芦
子
小
学
校
の
児
童
の
安
全
を
守
る
た

め
、
毎
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
街
頭
監
視

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
始
め

て
か
ら
４
年
ほ
ど
で
、
最
初
は
１
人
で
し

た
が
、
少
し
ず
つ
仲
間
が
増
え
、
現
在
は

16
人
に
な
り
ま
し
た
。
毎
朝
、
交
差
点
や

横
断
歩
道
な
ど
に
立
っ
て
い
る
た
め
、
子

供
た
ち
と
顔
な
じ
み
に
な
り
、
立
っ
て
い

な
い
日
が
あ
る
と
、「
昨
日
は
ど
う
し
た

の
？
」
と
心
配
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
子
供
た
ち
の
成
長

が
楽
し
み
で
あ
り
、
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム

も
規
則
正
し
く
な
り
、
健
康
維
持
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

9
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　

市
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
が
ん
で
す
。

し
か
し
今
は
発
見
、
早
期
治
療
す
る
こ
と

で
、
格
段
に
が
ん
の
治
癒
率
は
高
く
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
40
歳
以
上
（
子
宮
が
ん
検
診

は
20
歳
以
上
）
の
か
た
に
、
が
ん
検
診
受

診
券
（
黄
色
の
は
が
き
）
を
５
月
中
旬
に

発
送
し
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
が
ん
征
圧
月
間
に
合
わ
せ
て
、

平
日
に
受
診
す
る
の
は
難
し
い
と
お
考
え

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
土
曜
日
に
受

診
で
き
る
医
療
機
関
を
ご
案
内
し
ま
す
。

Y
健
康
づ
く
り
課　

☎
47
０
８
２
０

土曜日にがん検診が受診できる医療機関一覧表　　（順不同）
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

江良内科医院 ２２-２７２８西湘病院 ３５-５７７３馬場医院 ４８-５５８８
小林病院 ２２-３１６１髙見澤クリニック ３５-８７８６久保クリニック ４８-８９００
上嶋内科循環器
クリニック ２４-５６１１丹羽病院 ３４-３４４４田村医院 ４８-５３８２

安間医院 ２３-３５６７石井医院 ３５-５８５５伊藤医院 ４８-６４１８
岡本医院 ２２-７０２７山田クリニック ２３-５５２２武井内科医院 ４７-７１１３
岡宮産婦人科医院 ２２-４４８１螢田診療所 ３６-３２３０ さかわ内科クリニック４６-１１３１
小田原銀座
クリニック ２１-５５５７木内医院 ３６-２５９２小島クリニック ４６-１２６７

仁天堂医院 ２２-５１８８渡辺消化器科クリニック ３７-８８３３杏林堂クリニック４７-３１０１

菊地医院 ２２-２５７９川上医院 ３７-１５２７川邊小児科内科医院 ４７-２３５１

かみやまアレルギー
科小児科クリニック ２４-０１８８

小杉産婦人科内科
小児科クリニック ３５-２５２１古藤内科小児科クリニック ４８-１２９２

間中病院 ２３-３１１１もてぎクリニック ３９-２７７７山口医院 ４７-５３３０
古橋産婦人科 ２２-２７１６米山クリニック ３６-０４３０マナクリニック ４１-３００１

桑田医院 ２３-３４２３栢山診療所 ３６-１０９６鈴木脳外科内科クリニック ３７-２９２９

秋山医院 ２２-６２９８桜みちクリニック４６-０８８５ときわ内科クリニック ４４-１８８８
小田原新幹線
クリニック ３４-２８６０西川内科医院 ４７-２００８福井内科消化器

科クリニック ４１-２２２７
石田医院 ３５-２９４８永井病院 ４５-１１３１

東
富
水
地
区
自
治
会
連
合
会
の

取
り
組
み

芦
子
学
区
子
ど
も
地
域
見
守
り
隊
の

取
り
組
み

※上記については、土曜日などにがん検診を受診することができ、掲載の許可をいただいた
医療機関です。

※医療機関の所在地や取り扱うがん検診の種類など、詳しくは、健康カレンダー、市ホームペー
ジをご覧ください。

※受診方法などは医療機関に直接お問い合わせのうえ、受診してください。



11 広報小田原 2009年9月1日号

■下水道への接続工事費の
　助成制度があります

　浄化槽やくみ取り便所を下水道に切り替える
かたは、工事費に対する助成制度（補助金・
貸付金）があります。利用の際は条件がありま
すので、詳しくはお問い合わせください（補助金
と貸付金は併用できません）。

■下水道ふれあいまつり

日時　９月12日G
　　　10時～15時
 （模擬店など無料

チケット配布は14
時30分まで）

場所　酒匂管理センター
 （西酒匂１丁目地

内、鴨宮駅から徒
歩15分）

内容　下水処理場見学、子供学習室、模擬店、
ゲームなど

主催　㈶県下水道公社企画課
　　　☎Ｏ４６３-５５-７４３８
共催　小田原市

■スイスイの下水道教室

　皆様からいただいた
下水道使用料は、下
水の処理のほか、借
入金の返済、下水道
管などの維持管理に使
われています。
　借入残高と市税等
投入額を減らすよう努力しています。

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
使
っ
て
い
る

市
の
下
水
道
は
、
昭
和
34
年
に
整
備
が
始

ま
り
、
50
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
在

も
引
き
続
き
整
備
を
進
め
、
下
水
の
処
理

と
下
水
道
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
の
処
理
な
ど
を
行
う
た
め
に
、
下

水
道
使
用
料
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
下
水
道
を
整
備
す
る
た

め
に
、
そ
の
費
用
の
借
り
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
借
入
金
（
市
債
）
は
、
家
を
建
て

る
と
き
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
時
間
を
か
け
て
支
払
う
こ
と
で
、
そ

の
施
設
を
使
用
す
る
多
く
の
か
た
が
世
代

を
越
え
て
公
平
に
整
備
費
を
負
担
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
下
水
道
使
用
料
や
借

入
金
な
ど
で
足
り
な
い
部
分
や
、
雨
水
を

排
除
す
る
た
め
の
水
路
の
整
備
費
は
市
税

な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
下
水
道

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
歳
入
・
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
効
果
的
に
事
業
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

下
水
道
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
12
月
に
設
置
し
た
下
水
道
運

営
審
議
会
で
は
、
市
長
が
諮
問
し
た
下
水

道
事
業
運
営
の
在
り
方
や
、
下
水
道
使
用

料
の
改
定
に
つ
い
て
、
８
月
ま
で
に
７
回

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
諮

問
に
対
す
る
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

審
議
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
下

水
道
総
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
然
の
恵
み
が
豊
か
な
小
田
原
市
。

そ
の
都
市
環
境
を
支
え
て
い
る
下
水
道
。

下
水
道
は
、
身
近
な
川
や
海
の
環
境
を
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

Y
下
水
道
総
務
課　

☎
33
１
６
１
２

下水道キャラクター 『スイスイ』
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設
立
50
周
年　

松
永
記
念
館
と
耳
庵
・
松
永
安
左
ヱ
門
⑥

郷
土
文
化
館
で
は
、松
永
耳
庵
が
松
永
記
念
館
を
設
立
し
て
50
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、

松
永
記
念
館
で
特
別
展
（
10
月
31
日
G
〜
11
月
23
日
_
の
予
定
）
を
開
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
耳
庵
の
人
物
像
や
松
永
記
念
館
に
つ
い
て
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。    

　

 

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

　

昭
和
10
年
代
の
軍
部
の
台
頭
と
長
引
く
戦

争
は
、
耳
庵
か
ら
活
動
の
舞
台
を
奪
い
ま
し

た
。
国
家
に
よ
る
統
制
経
済
を
推
進
す
る
軍

部
と
政
府
は
、
電
力
会
社
を
国
営
化
し
た
の

で
す
。
こ
う
し
た
国
の
政
策
に
反
発
し
た
も

の
の
、
つ
い
に
実
業
界
か
ら
の
引
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
耳
庵
は
、
自
邸
・
柳
瀬
山
荘
に

引
き
こ
も
る
と
、
ひ
た
す
ら
茶
の
湯
を
追
及

す
る
日
々
を
送
り
な
が
ら
、
時
が
来
る
の
を

待
ち
ま
し
た
。

　

敗
戦
後
、
国
土
が
荒
廃
し
産
業
の
壊
滅
し

た
日
本
の
再
建
の
た
め
、
耳
庵
は
つ
い
に
立

ち
上
が
り
ま
す
。
誰
も
が
意
気
消
沈
し
て
い

る
中
で
、「
敗
れ
た
と
き
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス

な
の
だ
」
と
意
気
揚
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
田
茂
首
相
が
発
足
さ
せ
た
電
気
事
業
再

編
成
審
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た
耳
庵
は
、

国
営
の
電
力
事
業
を
、
地
域
ご
と
に
９
つ
に

分
割
し
、
再
び
民
営
化
し
よ
う
と
奔
走
し
ま

す
。
こ
の
案
は
、
現
状
維
持
を
図
ろ
う
と
す

る
政
財
界
な
ど
か
ら
猛
反
発
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
々
が
経
営
努
力
を
し
、
サ
ー
ビ

ス
や
料
金
に
競
争
原
理
が
働
く
分
割
民
営
化

の
利
点
を
、
私
心
無
く
熱
心
に
説
く
耳
庵
に
、

賛
同
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
裁
定
を
下
す
形
で
決
着

を
見
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
耳
庵
は
、
将
来
の
電
力
需
要
の
伸

び
を
大
き
く
見
積
も
り
、
そ
の
設
備
投
資
の

資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
、
３
年
間
で
70
％

程
度
と
い
う
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
値
上
げ
反
対
の
大
規

模
な
デ
モ
も
起
き
、
耳
庵
は
「
電
力
の
鬼
」

と
悪
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
自
説
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
、
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
電
力
需
要
は
耳
庵
の
予
想
以
上

の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
が
、
こ
の
設
備
投
資

の
お
か
げ
で
電
力
供
給
と
電
気
料
金
の
安
定

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
耳

庵
の
先
見
性
は
、
後
に
高
く
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

※
耳
庵
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

ぜ
ひ
郷
土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「電力の鬼」松永耳庵
（撮影：杉山吉良）

動物愛護週間
９月２０日～２６日
～もう一度考えよう、

飼主としてのマナーや責任を～

■飼う前に、習性などをよく調べて、最期まで飼うことができるかをよく考えていますか。
○動物は終生飼養が原則です。興味本位で飼ったが面倒を見切れないなど、飼
主の身勝手から動物を遺棄することは絶対にしないでください。

○どうしても飼えなくなった場合は、捨てずに、新しい飼い主を探してください。
■鑑札や名札、マイクロチップなどをつけ、飼主が分かるようにしていますか。
○迷子になり飼い主のもとに戻ることができない動物は少なくありません。動物に
は飼い主の氏名、電話番号などの連絡先を記した首輪や名札、マイクロチッ
プなどをつけましょう。犬の場合は、首輪に鑑札と狂犬病予防注射済票をつけ
ることが狂犬病予防法で義務付けられています。

■犬の登録（生涯１回）狂犬病予防注射（年１回）を実施していますか。
○狂犬病予防法により、生後９１日以上の犬は、生涯１回の登録と毎年１回の
狂犬病予防注射が義務付けられています。狂犬病は世界の大部分の地域で
発生している感染症で、特にアジアでは、犬にかまれることによって多くのかた
が狂犬病に感染しています。現在、国内における狂犬病の発生はありませんが、
海外からの進入に備え、日ごろから予防しておくことが大切です。

■ふん尿や汚物は適切に処理していますか。犬は放し飼いにしていませんか。
○犬のふんの始末は飼い主の義務です。散歩のときは、紙、袋などを用意しましょ
う。ふん尿の後始末の不徹底は感染症などの原因にもなります。
○犬を散歩するときは必ずリードをつけて、制御できるかたが行ってください。身勝
手な放し飼いは他人へ危害を加える可能性があります。

■飼い猫が他人の敷地を荒らしたり、ふん尿で汚したりしないよう管理に努め
ていますか。
○室外で猫を放し飼いにすることは、他人に迷惑をかけたり、交通事故に遭ったり、
感染症にかかる機会が多くなるため、室内で飼うことをお勧めします。

■野良猫に餌だけを与えることはやめてください。
○飼うことができない野良猫には、餌を与えないでください。餌を与えると、別の
猫も集まり近隣の迷惑になり、また、不幸な生命をつくることにもつながります。

■繁殖については飼い主が責任を持って行い、できない場合は不妊・去勢手
術を行うようにしてください。
○不妊・去勢手術を行うと、性質がおとなしくなり、扱いやすくなるなどのメリットも
あります。

「動物の愛護及び管理に関する法律」で
は、皆さんに広く動物の愛護と適正な飼
養についての理解と関心を深めていただ
くため、９月２０日から２６日を「動物愛
護週間」と定めています。

Y環境保護課　☎33-１４８１
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分
割
し
、
再
び
民
営
化
し
よ
う
と
奔
走
し
ま

す
。
こ
の
案
は
、
現
状
維
持
を
図
ろ
う
と
す

る
政
財
界
な
ど
か
ら
猛
反
発
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
々
が
経
営
努
力
を
し
、
サ
ー
ビ

ス
や
料
金
に
競
争
原
理
が
働
く
分
割
民
営
化

の
利
点
を
、
私
心
無
く
熱
心
に
説
く
耳
庵
に
、

賛
同
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
裁
定
を
下
す
形
で
決
着

を
見
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
耳
庵
は
、
将
来
の
電
力
需
要
の
伸

び
を
大
き
く
見
積
も
り
、
そ
の
設
備
投
資
の

資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
、
３
年
間
で
70
％

程
度
と
い
う
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
値
上
げ
反
対
の
大
規

模
な
デ
モ
も
起
き
、
耳
庵
は
「
電
力
の
鬼
」

と
悪
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
自
説
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
、
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
電
力
需
要
は
耳
庵
の
予
想
以
上

の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
が
、
こ
の
設
備
投
資

の
お
か
げ
で
電
力
供
給
と
電
気
料
金
の
安
定

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
耳

庵
の
先
見
性
は
、
後
に
高
く
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

※
耳
庵
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

ぜ
ひ
郷
土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

白山中学校
（生徒数：６００人）

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組み
を紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見る
と、小田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育総務課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

昨年、本部役員としてこの行事に
参加して、次は今までで一番よ

かったと言ってもらえるようにしたい
という気持ちになりました。生徒会長
となった今年は、他の本部役員たちと
どうしたら皆が楽しめるものになるか
を考えました。その結果、パネル展示
やビデオ上映を行ったり、世界の子供
たちの実態を知ってもらうために毎日
違う内容を放送するなどの事前学習
や、当日自分たちで作ったパンフレット
を配るなどしました。さまざまな面で
充実させることができ、短い時間で大
切なことを伝えられたと思います。今
後、白山中学校のよき伝統として、より進化したチャリティー
ショーを後輩たちに伝えていってほしいと思います。

世界の恵まれない子供たちを救う
方法。それは私たちがその存

在に気づいてあげることではないで
しょうか。今年も例年通りユニセフ
チャリティーショーを行い、貧しい生
活を送る子供たちのようすなどのビ
デオ上映、吹奏楽部の演奏により募
金を呼びかけました。このショーを通
して少しでも多くのかたに関心を持っ
ていただけたら光栄です。世界中の
人々が、世界中の子供たちを見守る
ことのできる時代、それは皆さんの
協力があればそう遠くない未来に実
現できるかもしれません。私たち白
山中学校では、その日が訪れるまで
精一杯、努力をしていこうと思います。

地
域
と
と
も
に

「
ユ
ニ
セ
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

　

白
山
中
学
校
で
は
、
毎
年
７
月
に
本
校

体
育
館
で
生
徒
会
主
催
に
よ
る
「
ユ
ニ
セ
フ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
の
ビ
デ
オ
の
上
映
、
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
募
金
活
動
と
い
う
内
容
で
、
地
域
の

か
た
が
た
に
も
呼
び
か
け
、
今
年
度
は
７
月

３
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

〈
事
前
学
習
〉

　

ユ
ニ
セ
フ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
当
日
の
１
週
間
前
か
ら
本
部
役
員
に

よ
る
昼
の
放
送
と
、
昼
休
み
を
利
用
し
て
ラ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
の
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
ビ

デ
オ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

〈
当
日
・
ビ
デ
オ
の
上
映
〉

　

ビ
デ
オ
は
ユ
ニ
セ
フ
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
か
ら
お
借
り
し
て
い
ま
す
が
、
ユ
ニ
セ

フ
の
活
動
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
、
そ
の

内
容
を
毎
年
変
え
て
上
映
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
世
界
子
供
白
書
２
０
０
６
〜
存

在
し
な
い
子
ど
も
た
ち
〜
」
と
い
う
内
容
で

上
映
し
ま
し
た
。
会
場
の
生
徒
、
保
護
者
、

地
域
の
か
た
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
自

分
た
ち
と
あ
ま
り
に
も
境
遇
の
違
う
子
供

た
ち
の
存
在
や
、
世
界
で
今
何
が
必
要
な
の

か
を
じ
っ
く
り
と
見
て
、
大
人
も
子
供
も
そ

れ
ぞ
れ
の
心
で
学
習
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

〈
吹
奏
楽
部
の
演
奏
〉

　

次
に
、
集
ま
っ
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん

や
生
徒
の
た
め
に
、
本
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
か
た
に

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
福
祉
委
員
会
よ
り
・
募
金
活
動
〉

　

そ
の
後
、
福
祉
委
員
会
か
ら
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
ユ

ニ
セ
フ
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
！
」
の
大

き
な
声
に
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
か
ら
善

意
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
お
金
は
、
全
額
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付
を
し
て

い
ま
す
。
来
年
も
行
う
予
定
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　平成２２年１月１０日（日）に「はたちの同窓会（成人式）」が行われます。
毎年、市では新成人の皆さんに企画・運営をお願いしています。
　今年度も意気込みを持った新成人が集まり、運営委員会が始動しました。
　お互い名前も知らないメンバーと初めて顔を合わせ、成人式について話
し合いますが、「最高の成人式にしよう！」という思いは皆同じ。すぐに打
ち解け合い、新成人の皆さんに楽しんでいただけるよう試行錯誤しながら企
画づくりに奮闘中です。
　今年の運営委員長に名乗りを上げたのは、土屋佑太さん！メンバー全員
で「来てよかったと思ってもらえるような式にしたい」と決意を語ってくれました。
　今後もよりよいアイディアを提供していただくため、運営委員を追加募集
します。興味のあるかたは青少年課までお問い合わせください。
※1月10日は、例年の成人の日ではありませんので、ご注意ください。

中
なか

津
つ

川
がわ

 望
のぞむ

さん
（３年生
生徒会本部・会計）

内
ない

藤
とう

 碧
あおい

さん
（３年生 生徒会長）

～大人への第一歩を、みんなの手で～

Y青少年課　☎３３-１７３１

左上から舟久保瑞希さん、藤
ふじ

曲
まがり

絵里子さん
左下から鈴木栄次さん、近藤直樹さん、土屋佑太さん

成人式運営委員会
始動！
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小
田
原
の
映
像
文

化
振
興
と
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し

隔
年
開
催
さ
れ
て
き
た
小
田
原
映
画
祭
。

第
１
回
（
２
０
０
５
年
）、
第
２
回
（
２
０

０
７
年
）
に
続
き
、
ま
も
な
く
第
３
回
が
幕

を
開
け
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま

で
運
営
の
主

体
で
あ
っ
た

市
か
ら
、
そ

の
流
れ
を
受

け
継
ぎ
ま
し

た
が
、
今
回

が
本
当
の
意
味
で
の
〝
市
民
映
画
祭
〞
で
す

ね
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
だ
わ
ら
シ
ネ
マ
ト
ピ

ア
・
理
事
長
の
佐
藤
朝と

も
　
や
す泰

さ
ん
は
熱
っ
ぽ

く
語
り
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
俳
優
・
阿
藤
快
さ

ん
が
実
行
委
員
会
委
員
長
に
就
任
、
実
行

委
員
経
験
者
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
今

回
新
た
に
一
員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
な
ど
、

世
代
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
〝
映
画
愛
〞
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
ゆ
か
り
の
映
画
上
映
と
シ
ョ
ー

ト
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
の
２
大
企
画
は

今
回
も
健
在
。
26
日
G
の
『
小
三
治
』
上
映

と
市
出
身
・
柳
家
三さ

ん
　
ざ三

さ
ん
の
落
語
会
を

皮
切
り
に
、
27
日
A
に
『
築
城
せ
よ
！
』（
阿

藤
さ
ん
出
演
作
）
の
野
外
上
映
会
、
10
月
２

日
F
〜
４
日
A
に
『
転
校
生
』（
市
出
身
の

脚
本
家
・
剣
持
亘わ

た
る

さ
ん
代
表
作
）
と
大
林

小
田
原
の
映
像
文

化
振
興
と
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し

【
連
載
】

NPO法人
おだわらシネマトピア理事長

佐藤朝泰さん

ショーフィルムコンテスト審査会のようす

宣
彦
監
督
の
ト
ー
ク
や
『
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｍ
ｅ
〜
卒
業
写
真
〜
』『
凍
え

る
鏡
』
な
ど
本
市
初
公
開
作
品
を
中
心
に

上
映
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

グ
ラ
ン
プ
リ
へ
賞
金
（
制
作
支
援
金
）
30
万

円
贈
呈
を
掲
げ
、
若
き
才
能
の
発
掘
を
目

指
し
ま
す
。

　

開
催
準
備
は
い
よ
い
よ
佳
境
。
佐
藤
理

事
長
は
、
強
き
思
い
を
最
後
の
一
言
に
込

め
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
つ
く
る
市
民
の
た

め
の
映
画
祭
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」

　

芸
術
の
秋
、
映
画
を
愛
す
る
大
い
な
る

市
民
力
が
、
こ
こ
に
結
集
し
ま
す
。

※
第
３
回
小
田
原
映
画
祭
の
詳
細
は
、公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.odaw

ara-cinem
a.com

/

　

Y
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
０-

６
３
１
２-

６
４
６
８

市
民
映
画
祭
を
み
ん
な
の
手
で

　

市
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
予
定
地

を
「
三
の
丸
憩
い
の
広
場
」
と
し

て
暫
定
的
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
場
で
は
、
多
く
の
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
市
民
花
壇
、
芝

生
広
場
、
花
畑
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

６
月
に
植
え
付
け
た
芝
生
広
場

の
テ
ィ
フ
ト
ン
芝

は
、
徐
々
に
生
え

揃
っ
て
き
て
お
り
、

市
民
花
壇
の
花
も

咲
き
始
め
て
、
城

址
の
前
面
に
心
地

よ
い
空
間
を
演
出

し
て
い
ま
す
。

　

９
月
の
青
空
の

下
、「
三
の
丸
憩

い
の
広
場
」
で
く

つ
ろ
い
で
み
ま
せ

ん
か
？

Y文化交流課　☎３３-１７０５

三の丸憩いの広場

三の丸憩いの広場で遊ぼう！
～市民ホール予定地の暫定活用～

ティフトン芝の植え付けのようす

※ティフトン芝とは
　西洋芝の一種で生育速度が早く、回復力
が強いため、短期間で丈夫な芝生ができます。
その反面、生長が早いため、刈り込みや水
まきなどの手入れが多く必要です。
　サッカー場や野球場で多く使用されてお
り、最近では校庭緑化にも用いられています。

※駐車場はありません

スタッフ全体会
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町
中
で
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ッ
カ
ー
車（
ご
み
収
集

車
）を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
小
田
原
で

は
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
パ
ッ
カ
ー
車
の
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
。
小
田
原
城
北
工
業
高
校
で
は
今
年

も
１
年
生
5
人
、
２
年
生
14
人
の
計
19
人
の
有
志

が
7
月
6
日
か
ら
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

  

１
年
生
だ
っ
た
去
年
も
参
加
、
今
年
は
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
た
井
上
美み

夏か

さ
ん
は

「
3
月
ぐ
ら
い
か
ら
み
ん
な
で
デ
ザ
イ
ン
を
出
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。
立
体
的
な
も
の
に
絵
を
描
く

の
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。
み
ん
な
で
1
つ

の
こ
と
に
取
り
組
む
の
は
楽
し
か
っ
た
し
、
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」。
ま
た
、
井
上
さ
ん
を
支

え
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
髙
橋
咲さ

彩あ
や

さ
ん
は
「
直
線

の
ラ
イ
ン
を
描
く
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
何
か

新
し
い
独
自
の
も
の
、
今
ま
で
に
な
い
斬
新
な
も

の
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、

ほ
ぼ
イ
メ
ー
ジ
通

り
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
」と
の
こ
と
。

  

美
し
く
滑
ら
か

に
な
る
ま
で
2
度

3
度
と
塗
り
を
繰

り
返
す
。
加
え
て
、

筆
ム
ラ
を
直
す
と

い
う
地
道
な
作
業

が
続
け
ら
れ
た
結

みなぎる可能性、描く夢、
そして、奏でる未来。
このコーナーでは、
若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

果
、
ア
ク
ア
ブ
ル
ー
の
背
景
に
映
え
る
鯉
と
虹
と
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
10
月
24
・
25
日

の
城
北
祭
で
は
こ
の
パ
ッ
カ
ー
車
が
展
示
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

  

「
入
学
前
か
ら
パ
ッ
カ
ー
車
に
絵
を
描
く
取
り
組
み

を
知
っ
て
い
た
の
で
、自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
普
段
車
に
絵
を
描
く
機
会
は
な
い
し
、

そ
の
車
が
町
の
中
を
走
る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま

す
。
も
っ
と
大
き
な
も
の
、
例
え
ば
電
車
と
か
に
描

け
た
ら
い
い
で
す
ね
」と
は
２
年
生
の
髙
橋
佳
苗
さ
ん
。

デ
ザ
イ
ン
や
絵
を
描
く
仕
事
を
目
指
す
デ
ザ
イ
ン
科

の
生
徒
な
ら
で
は
の
発
想
で
す
。

  

今
回
で
17
台
目
に
な
る
こ
の
活
動
。
地
域
貢
献
性

が
認
め
ら
れ
、
昨
年
、
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
彼
ら
の
活
動
も
ま
た
、
小
田
原
の

美
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

広報小田原 2009年９月1日号

（左から）　髙橋咲彩さん、井上美夏さん、髙橋佳苗さん

パッカー車が
こんなに素敵になったヨ！

～救急医療週間とともに、
あなたも健康チェック！～

Y警防課　☎４９-４４４０

　

昭
和
57
年
に
救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業
務
に

対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
「
救
急
医
療
週
間
」

と
合
わ
せ
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
毎
年
９
月
９
日
を
救
急
の
日
と
し
、

こ
の
日
を
含
む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
、
救
急
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
と
市
立
病
院
で
は
、
９
月
５
日

g
に
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト
（
１
階
特
設
会

場
）
で
救
急
フ
ェ
ア
２
０
０
９
を
開
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
体
験
や
救

急
隊
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
展
示
や
災
害
活
動
支
援
車
の
展
示

な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９月９日は

救急の日

小田原城北工業高校
デザイン科



ま
ち
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広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
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使
用
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い
ま
す
。

７
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，３
５
３
人    

７
７
，８
９
２
世
帯

毎
月
1
日
発
行

No.994

発
行
●
小
田
原
市　

_

２
５
０-

８
５
５
５ 

小
田
原
市
荻
窪
３
０
０
番
地　

市
役
所
総
合
案
内 

☎
０
４
６
５ 

33 

１
３
０
２

編
集
●
広
報
広
聴
室 

☎
０
４
６
５ 

33 

１
２
６
１
・
6
０
４
６
５ 

32 

４
６
４
０　
　

ⓒ
小
田
原
市
２
０
０
９
・
９

＜散策ポイント＞小田原用水、宗
そう

福
ふく

院
いん

（板
橋地蔵尊）、秋葉山量覚院、松永記念館・
老
ろう

欅
きょ

荘
そう

、香林寺、共寿亭（山月・大倉喜
八郎の別荘）、古

こ

稀
き

庵
あん

（山縣有朋の別荘）、
とうふ工房（街かど博物館）、伝

でん

肇
じょう

寺
じ

（北
原白秋の木

みみ

兎
づく

の家）、玉伝寺、居神神社、
光円寺（大いちょう）、大久寺など
箱根板橋駅からお気軽に散策できるエリ
アです。

表紙の言葉

小田原の原風景百選

「沼代の棚田と里山」

尾根付近の山あいから平地にかけて棚田が続いて
いるさまは、富士や箱根連山を背景とした足柄平
野の田園風景とは異なる風情があります。稲刈り
間際の黄金色の風景はもちろん、田植えのころの、
緑に埋もれる風景も絶景な里山です。

連載⑤

Y観光課　☎３３-１52１

江戸時代の板橋は、東海道沿いの寺院や職
人が多い集落でした。明治時代以降は、旧
三井物産を創業した益田孝や明治の元勲山

やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

、電力王といわれた松永安左ヱ門など
の政財界人が別荘を設け、晩年を過ごしました。
今でも由緒ある寺社が多く点在し、東海道のま
ちなみや小田原用水など昔ながらの風景が息
づきます。

「板橋・松永記念館周辺コース」

ウォーキングタウン
おだわら散策マップ
観光課、小田原駅観光案内所のほか、
小田原アリーナ、各支所・連絡所などの
公共施設で配布しています。

●松永記念館・老欅荘
松永記念館は、日本の「電力王」
といわれた、松永安左ヱ門が収
集した美術品を公開するために
建設したものです。老欅荘は、
松永が晩年過ごした家で、茶室
などの意匠をこらした近代数奇
屋建築。庭園は「日本の歴史公
園１００選」に選定されています。

■ウォーキングタウン小田原・
　市民ウォーク
今回紹介した「板橋・松永記念館
周辺」をＮＰＯ法人小田原ガイド協会
の案内で一緒に歩いてみませんか。
日時　１０月１０日G９時～１２時
　　　箱根板橋駅に８時50分集合
定員　６０人（先着順）
申込　観光課

一緒に歩きませんか

●古稀庵
山縣有朋が老後を過ごした別荘
で、７０歳を迎えた際に構えたこ
とから古稀庵といわれます。現
在は、保険会社の研修所となっ
ていますが、門と庭園が当時の
姿を伝えています。
庭園は、毎週日曜日に一般公開
しています（入園料１００円）。

●小田原用水
小田原用水は、箱根芦ノ湖を源
とする早川の水を取り入れ、旧
東海道に沿って城下へ流した上
水道で後北条時代に造られたも
のです。今も板橋地内でその
流れを見ることができます。
早川左岸には、形態は変わりま
したが現在でも、用水の取入口
が残っています。

●宗福院
宗福院の地蔵尊は「板橋のお地
蔵さん」として親しまれています。
新仏の供養に３年間続けて参詣
するという風習があり、毎年１
月と８月の２３・２４日の縁日には、
大勢の参拝者でにぎわいます。

●街かど博物館・とうふ工房
関東大震災後に建てられた出

だし

桁
げた

造りの建物が、独特の雰囲気を
醸し出しています。店内には、
おかもちを担いだ行商姿の写真
など、店の歴史をパネルで紹介
しています。

■小田原ガイド協会企画ガイド
　Y小田原ガイド協会　☎２２-８８００
❶小田原三茶人ゆかりの地を歩く
日時　９月１１日F９時３0分集合

（小田原駅東口・二宮金
次郎像前）

❷酒匂川土手を歩くコース
日時　９月２９日C９時３5分集合

（ＪＲ御殿場線東山北駅前）


